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第４章 防災訓練実施種目 

１ 消 火 器 の 取 り 扱 い 訓 練  

訓練の目的 

消火器の使い方を覚えて、火災の初期に消火活動を安全に実施できるようにする。 
 

 

準備するもの 

 □訓練用水消火器又は消火器（実物）  

□標的（火元の代わりになるもの）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消火器の取り扱い訓練の実施方法の例 

①訓練用水消火器又は消火器（実物）を準備する。 

（訓練用水消火器については、消防署で貸出しを行っています。消火器の取り扱い訓練を行

うときは、事前に最寄りの消防署・分署にお問い合わせください。） 

  ↓ 

②標的を準備する。 

（火元とみたてて、消火器を噴射する的となるものです。カラーコーンを使うことが多いで

す。お近くにカラーコーンなどがない場合は、木やポールなどを標的としてください。） 

  ↓ 

③消火器の取り扱い手順を説明する。 

  ↓ 

④実際に消火器を取り扱う。 

（実物の消火器を準備して訓練を行う場合は、実際の使用を省略しても構いません。） 

  ↓ 

⑤消火器本体に関する説明や実際に消火器を取り扱った上での補足説明等を行う。 

  ↓ 

⑥質疑応答を行う。 
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まず、 火災を発見し たら 大きな声で「 火事だ～」 と 周囲の人に知ら せてく ださ い。  

そし て、 消火器を火災の発生し ている場所の安全な所まで運んでく ださ い。  

消火器の使用方法はと ても 簡単で、「 １ ・ ２ ・ ３ 」 の３ つの動作で行う こ と ができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

以上が消火器の使い方です。「 １ 、 ２ 、 ３ 」 で覚えてく ださ い。  

忘れてし まっ た場合は、 消火器の本体にも 使用方法が表示さ れていますので確認し てく ださ い。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消火器の上に黄色い「 安

全栓」 があり ます。 こ れを

上に引き 抜く こ と で 栓が

抜けます。  

・ ノ ズル（ ホース） を止

め金具から 外し て火元

に向けてく ださ い。  

・ ノ ズルの先端をし っ か

り 握っ てく ださ い。  

・ レバーを し っ かり 握る

と 、 薬剤が勢いよく 出

ます。  

・ 手前から ほう き で掃く

よう にし て、 燃えてい

るも のを 覆っ てく ださ

い。  

①安全栓を引き抜く  ②ノ ズルを火元に向ける ③レバーを握り 薬剤を出す

注意事項 

《  屋外で使用する場合 》  

必ず風上から 風下に向けて使用し てく ださ い。 風下は、 煙や炎が自分に向かっ てく るので危険で

す。 また、 薬剤を出し ても 風で自分の方へ戻っ てきてし まい、 炎に薬剤がかかり にく いです。  

《  屋内で使用する場合 》  

必ず避難路を確保し てく ださ い。 部屋の中で消火器を使う と 、 煙や薬剤で周り が見えなく なっ て

し まう 可能性があり ます。 逃げるためのド アを背中にし て消火器を使い、 危険を感じ た時はすぐ に

逃げら れるよう にし てく ださ い。  

《  火点に近づきすぎない 》  

火点の近く で薬剤を出すと 自分の方に炎が吹き 返し てきたり 、 てんぷら 鍋から 火が出た場合は、

油が飛び散っ たり し て危険です。 放射距離を確認し 、 離れた所から 薬剤を出し て、 少し ずつ近づい

ていっ てく ださ い。  

《  燃えている物をねら う  》  

どう し ても 燃え盛る炎に目がいっ てし まいますが、 燃えている物に薬剤をかけなく ては火は消え

ません。  

《  消火器で消せる範囲は 》  

炎が天井にと どき そう になっ ていれば、 消火器での消火は困難です。  

すぐ に避難し てく ださ い。  

消火器の取り 扱い方法 
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 現在、 出回っ ている消火器は「 粉末消火器」 と 言われる物がほと んどで、 中には粉末の薬剤が入っ て

います。  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白色の丸： 普通火災用（ 木、 布、 紙など）  

黄色の丸： 油火災用（ てんぷら 油、 石油スト ーブなど）  

青色の丸： 電気火災用（ コ ンセント 、 電気器具など）  

 

それぞれ消火できる火災の種類を表し ています。  

３ つが表示さ れていれば、 一般家庭で起こ る 火災のすべて

に対応できると いう こ と です。  

【 蓄圧式消火器】  

・ 常時容器内に一定の圧力がかかっ ている消火器の

こ と を言います。  

・ 握っ たレバーを離すと 、 薬剤は止まり ます。  

・ 常時容器内の圧力が確認できます。  

 

【 加圧式消火器】  

・ 消火器を使用する際に、 容器内を加圧する仕組み

の消火器のこ と を言います。  

・ 握っ たレバーを離し ても 薬剤は止まり ません。  

 

【 ポイ ント 】  

・ どの種類の消火器でも 薬剤が出なく なるまで消火

作業を 実施するこ と が望まれますが、 身の危険を 感

じ たら 避難し てく ださ い。  

・ 消火器は１ 度レバーを握っ たも のは、 薬剤が残っ

ていても 再度使用する のは危険です。 使用後は業者

に依頼するか、 販売店にて新し いも のを購入し てく

ださ い。  

消火器本体の説明 

消火器で消せる火災の種類 

消火器本体の種類 

消火器には「 圧力計（ メ ータ ー） が付いている消火器（ 蓄圧式消火器）」 と 「 圧力計（ メ ータ ー）

が付いていない消火器（ 加圧式消火器）」 があり ます。  

圧力計 
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Q  期限切れ、 使用済みの消火器の処分はどう すればいいですか？ 

A  不燃物と し て出すこ と はできません。 長野市ホームページに「 消火器の出し 方」 が掲載さ れていま

す。 長野市ホームページの検索コ ーナーで「 消火器」 と 検索し 、 ご確認く ださ い。  

  また、 消火器を購入する際は、 業者が古い消火器を引き取っ てく れる可能性があり ますので、 購入

する業者に相談し てく ださ い。  

 

Q 消火器をどこ で購入すればいいですか？ 

A   消火器は、 ホームセンタ ーや消防設備業者で購入でき ます。  

お近く のホームセンタ ーで購入するか、 消防用設備の業者は、 イ ンタ ーネッ ト やハローページ（ 5 0

音別電話帳） で「 消防用設備」 と 検索すると 載っ ているので参考にし てく ださ い。  

  なお、消防署で消火器の訪問販売はし ていません。怪し いと 思っ たら 勇気をも っ て断っ てく ださ い。  

 

Q  消火器を 設置する必要はあり ますか？ 

A   一般住宅に消火器を設置する義務はあり ません。 し かし 、 万一出火し た場合に、 どのよう に消火し

ますか？ 消火器があれば小さ な火を簡単に消すこ と ができ るので、 ご自宅に消火器を設置するこ と

をお勧めし ます。  

 

Q  消火器はどこ に置いておけばよいですか？ 

A  火を使う 場所の近く がよいですが、 近すぎると 、 万一出火し た場合に熱く て近寄れません。 簡単に

取り に行ける場所にし てく ださ い。 また、 湿度の高い場所、 常時水や直射日光にあたる場所に置く こ

と は避けてく ださ い。 こ のよう な場所に消火器を置く こ と により 、 主に底の部分等から 腐食が発生し

ます。 腐食が発生し た消火器を実際に使用し た際に、 消火器が破裂し ケガをする等の事故が発生し て

います。 こ のよう な事故を避けるために、 設置場所に注意すると と も に日頃から 消火器の外観を点検

し ておく こ と が大切です。  

 

Q   どの種類・ どの大きさ の消火器を購入し たら 良いですか？ 

A  消火器には、 住宅用消火器と 業務用消火器があり ます。 住宅用消火器は小型で色の規制がないので

カ ラ フ ルな製品も 販売さ れているのが特徴です。 どちら を購入し ても 問題はあり ません。  

 消火器には、「 粉末系」「 水系」「 ガス系」 があり 、 それぞれ特徴があるので、 目的に合っ た消火器を

購入するこ と をお勧めし ます。 消火器本体に消火できる火災の種類が表示さ れています。  

大きさ は、 大き い消火器の方が薬剤がたく さ ん入っ ているので消火する能力は高いですが、 重く な

り ます。 自分の使いやすい大きさ を購入するこ と をお勧めし ます。  

 

Q  消火器はどのく ら いの時間薬剤を出すこ と ができますか？ 

A   消火器の種類や大き さ により 違いますが、 一般的な粉末消火器は、 1 0 秒から 1 5 秒程度です。  

 

Q  消火器の寿命は？ 

A  消火器には使用期限があり ます。 種類によっ て違いますが、 短い物で５ 年、 長い物で 1 0 年と なっ

ている場合が多いです。 消火器本体に記載し てあり ますので、 ご自宅の消火器を確認し てみてく ださ

い。  
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２  消 火 栓 の 取 り  扱 い 訓 練 

 

訓練の目的 

・ 火災が発生し た場合に、 自主防災組織が中心と なっ て消火活動を行う  

ための方法を習得する。  

・ 地域内の消火栓の位置や初期消火用具箱の設置場所を確認する。  

  

準備するも の 

 □地上式消火栓 □初期消火用具一式 

（ 設置し てある場所で訓練を実施し ます。）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消火栓の取り 扱い訓練の実施方法の例 

①訓練で使用する消火栓の場所を決める。  

（ 消火栓の取り 扱い訓練を行う 場合は、 最寄り の消防署・ 分署にお問い合わせの上実施し て

く ださ い。 消火栓から 実際に水を出すと 、 赤水（ 水道水が赤く 濁る現象） が発生するなど、 周

辺住民宅に大き な影響を及ぼす可能性があるため、 訓練での取り 扱いに関し ては、 原則と し

て実際に水を出さ ないよう 、 お話をさ せていただいており ます。）  

  ↓ 

②初期消火用具箱内の資機材の説明、 消火栓の取り 扱い方法について説明する。  

  ↓ 

③ホースの延長方法、 ホースと 消火栓の結合方法、 ホースと ノ ズル（ 筒先・ 管槍） の結合方法

を確認する。  

  ↓ 

④消火栓の取り 扱い方法を一連の流れで確認する。  

  ↓ 

⑤実際に消火栓を取り 扱っ た上での補足説明等を行う 。  

  ↓ 

⑥訓練の振り 返り を行う 。  
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 消火栓の取り 扱いは、 ３ 人以上で行います。 役割分担を明確にするこ と が大切です。  

① 筒先員（ ホースを延長し 、 筒先を保持し 消火活動を行います。）  

② 伝令員（ ホースを延長し 、「 放水はじ め」「 放水やめ」 の伝令、 筒先員の補助を行います。）  

③ 消火栓操作員（ 消火栓を操作し て水を出し たり 、 止めたり し ます。）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消火栓を 使用し た初期消火の方法 

《 初期消火用具一式》  

・ 6 5 ㎜ホース 

２ 本～３ 本 

（ １ 本 2 0 ｍ）  

・ 消火栓開閉器 

・ ノ ズル（ 筒先・ 管槍）

初期消火用具箱内の資機材 

① 筒先員 

② 伝令員 

③ 消火栓操作員 

消火栓取り 扱いのイ メ ージ 
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① 筒先員 

 「 筒先員」 を担当する人は、 先端のホースを延長し 、 筒先をホースに結合、 全てのホースが結合さ

れ、 放水の準備ができたら 伝令員に「 放水はじ め」 と 伝えます。  

 その後、 水が筒先から 出たら 消火活動を実施し ます。（ 放水を止める時は、 伝令員に「 放水やめ」

と 伝えます。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 伝令員 

「 伝令員」 を担当する人は、 必要なホースを延長し 、 筒先員の準備が整い「 放水はじ め」 の指示が

あっ たら 、 消火栓の操作員に「 放水はじ め」 を伝えます。  

その後、 筒先員の後ろでホースを持っ て放水活動の補助を行います。（ 放水を止める時は、「 放水

やめ」 の指示を伝令し ます。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ホースを延長する ②ホースを結合する 

オス金具 メ ス金具 

・ オス金具を足で起こ し た状態で、 メ ス金具を押し 込む。

・「 ガチャ ン」 と 音がし て結合できたら 、 保持し ているホ

ースを引っ 張り 、 外れないこ と を確認する。（ し っ かり

結合できていないと 外れてし まいます。）  

・ オス金具を持っ て火点まで

ホースを延ばす。  

・ ホースに「 ねじ れ」 や「 折

曲がり 」 がないよう に注意

する。  

②筒先をホースに結合する①ホースを延長する ③筒先を構える 

・ 放水の準備ができ たら 筒

先を構えて、伝令員に「 放

水はじ め」 と 伝える。  

・ 水が出たら 消火活動を 行

う 。  

・ オス金具を足で起こ し た状

態で、 筒先を押し 込む。  

・ 筒先をホースに結合し たら

筒先を引っ 張り 結合の確認

をする。  

・ 火点の近く までホースを持

っ ていき 、 先端のホースを

延長する。  
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・ 放水の準備ができ たら 筒

先を構えて、伝令員に「 放

水はじ め」 と 伝える。  

・ 水が出たら 消火活動を 行

う 。  

・ オス金具を足で起こ し た状

態で、 筒先を押し 込む。  

・ 筒先をホースに結合し たら

筒先を引っ 張り 結合の確認

をする。  

・ 火点の近く までホースを持

っ ていき 、 先端のホースを

延長する。  
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③ 消火栓の操作員 

「 消火栓操作」 を担当する人は、 放口キャ ッ プを外し 、 ゆっ く り 開閉栓を開け、 消火栓から 水が

出るこ と を確認し ます。  

その後ホースを結合し 、 伝令員の「 放水はじ め」 の伝令で消火栓の開閉栓を回し て放水を開始し

ます。（ 放水を止める場合は、「 放水やめ」 の伝令があり ます。）  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 筒先から 水が出始めると 反動で筒先が後ろに引っ 張ら れますが、 筒先を離し てし まう と 危

険ですので、 絶対に離さ ないよう にし てく ださ い。  

・ 水が出ている状態で筒先を離し てし まう と 筒先が暴れて怪我をする恐れがあるので、 人数

に余裕があれば２ 人以上で筒先を保持し てく ださ い。  

・ 地区に設置し てある初期消火用具箱のホースが、 どの家まで届く のか訓練を通じ て把握し

ておく こ と も 必要です。  

注意事項 

①放口ｷｬｯﾌﾟ を外す ②水が出るか確認 

消火栓開閉器を 使

う と 回り ます。（ 反

時計回り ）  

・ 消火栓開閉器を 使っ

て開閉栓を 回し て、

水 が 出 る か確 認 す

る。  

・ 水を 出し たら 一旦止

める。  

・ 消火栓の中に異物（ ゴ

ミ・ 石）が入っ ている

場合がある ので、 全

ての異物が出たのを

確認し てから ホース

を結合する。  

消火栓開閉器 

・ メ ス金具を 「 ガチャ

ン 」 と 音がする まで

押し 込む。  

・ ホースを 引っ 張り 外

れないこ と を 確認す

る。  

・ 伝令員の「 放水

はじ め」 の指示が

あっ たら 、 ゆっ く

り 消火栓の開閉栓

を回す。  

③ホースを結合する ④放水開始する 

メ ス金具
放口ｷｬｯﾌﾟ  開閉栓 
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３  救 出 訓 練 

訓練の目的 

 ・ 簡易救助器具の取扱い方法を確認する。  

・ 倒壊建物等の下敷きになっ た人を、 簡易救助器具を使っ て救出する方法を確認する。  

 

準備するも の 

 □簡易救助器具（ のこ ぎり 、 バール、 ジャ ッ キ、 ハンマー等）  □角材 □ベニヤ板 

 □負傷者役のダミ ー人形（ 消防署や分署に、 ご相談く ださ い）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救出訓練の実施方法の例 

 

①角材やベニヤ板、 木製パレッ ト 等で、 倒壊し た建物をつく り 、 中にダミ ー人形を入れる。  

↓ 

②倒壊建物の中にいる負傷者（ ダミ ー人形） に、 声をかけ安心さ せ、 状況を聞く 。  

↓ 

③バールなどを使っ て負傷者（ ダミ ー人形） の上にある倒壊物を持ち上げる。  

↓ 

④できた空間に角材等を入れて支える。  

↓ 

⑤④を繰り 返し 、 負傷者（ ダミ ー人形） を外に出せるよう になっ たら 救出する。  
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 □負傷者役のダミ ー人形（ 消防署や分署に、 ご相談く ださ い）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救出訓練の実施方法の例 
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状況に応じ た救出方法 

地域内で救出が必要な人がいる場合は、まず、消防機関に場所と 状況を通報し ます。通報と 並行し

て、 救出・ 救護班は救出用の資器材を持っ て現場に向かいます。  

現場に到着し たら 、負傷者に声をかけ安心感を与えると と も に、負傷者がいる場所を確認し 、その

状況に応じ て、できる限り 大勢ですばやく 救出を行っ てく ださ い。なお、余震等による倒壊や落下物

等には十分に気を 付けまし ょ う 。 その際、 周囲の危険が無いかを確認する安全管理員を配置するこ

と も 重要です。  

各状況に応じ て、 次に示す要領に従っ て救出を実施し てく ださ い。  

 

【 倒壊家屋から の救出】  

○屋根を壊す 

・ 転倒防止のため、 強度を確認し ながら 作業を行う 。  

・ バールや斧で瓦ぶき、ト タ ンなどの屋根部分を引きはがし 、斧を使っ て打ち割るか、ノ コ ギリ で

切断する。  

・ 屋根瓦を取り 除く 場合は、 地上で作業し ている人に当たら ないよう 、 監視員を付けて作業する。

・ 閉じ 込めら れている人の近く を破壊する場合は、 内部を確認し ながら 作業を行う 。  

○モルタ ル壁を壊す 

・ ハンマー等でモルタ ルを壊し 、 鉄網を鉄線鋏又はペンチで切断する。  

・ 作業中は、 モルタ ル等の破片が飛び散るので、 眼鏡等をかける。  

・ レンガ造、 ブロッ ク 造は、 一部の破壊で他の部分が一気に崩れやすく なるため、 注意する。  

 

【 人の上に大きな物が覆い被さ っ ている場合の救出（ 梁、 ブロッ ク 塀、 自動販売機等）】  

・ 上に乗っ ているも のをできる限り 取り 除いたり 一部を破壊し たり し て、 少し でも 軽く する。  

・ てこ （ 角材や鉄パイ プ等） を利用し て持ち上げ隙間を作り 、 できた空間を角材等で補強する。  

・ 隙間があれば、 自動車のジャ ッ キを使っ て持ち上げる。  

 

【 閉じ 込めら れた車内から の救出】  

・ 火災の発生に備え、 消火が出来る準備をする。  

・ 車両の変形でド アが開かないと きは、 窓ガラ スをバール等で割る。  

・ わずかな変形の場合は、 バール等でこ じ 開ける。  

・ ド アが開いたら 、 座席を後部に下げて救出するための空間を確保し 、 シート を倒し て救出する。

 

【 高いと こ ろ から の救出】  

・ 窓等にハシゴをかけ、 両側を 2 人で押さ えて、 ハシゴがぐ ら つかないよう にする。  
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救出活動で使用する資器材 

○救助用バール 

倒壊・ 落下し た障害物

を て こ の原理で 持ち

上げたり 、先端部を使

っ て ド ア の隙間を こ

じ 開ける な ど に活用

する。  

 

○ジャ ッ キ類 

倒壊し た 梁や積み重

な っ た家具な ど の重

量物を押し 上げ、隙間

を 広げる のに活用す

る。  

 

○ス コ ッ プ ・ のこ ぎ

り ・ かなづち 

がれき 、 土砂、 作業の

妨げにな る 物を 取り

除いたり 、破壊し たり

する。  

 

○て こ に使う 柱・ 角

材・ 鉄パイ プ 

て こ に使う 柱は太さ

1 0 cm 以上の物で、亀

裂が入っ て い な い丈

夫な物を使う 。鉄パイ

プは、 太さ 5 cm 以上

で長さ 2 ～3 m 程度の

物を使う 。  

 

 

○はし ご・ ロープ 

高所から の救出や物

の引っ 張り・ 固定等に

使う 。  

 

 

※各地区の消防団詰所や器具置場に上記の資機

材等を含む、簡易救助器具を配置し ており ますの

で、 災害時に、 有効に活用し てく ださ い。  

 

【 ド ア等に挟まれている場合の救出】  

・ 挟まれている部分の隙間をバール等で広げる。  

・ 広げてでき た隙間にク サビ等を入れながら 、 徐々に広げる。  

・ 木造のド ア等、 取付け構造が簡単なも のについては、 解体し て救出する。  

【 長時間、 暗闇に閉じ 込めら れていた場合の救出】  

 ・ 長時間暗い場所にいた負傷者を救出する場合は、 直接強い光を浴びさ せないよう に薄暗い場所に

移動する。  

・ 移動すると きには、 タ オル等で目を隠し 徐々に光に慣ら すよう にする。  

【 土砂崩れから の救出】  

・ 作業分担（ 掘り 起こ す人・ 土砂を運び出す人など） を決め、 作業監視員を付け、 余震や土砂崩れ

に注意し ながら 救出作業を行う 。  

・ タ ンスの引き出し 、 バケツ、 毛布等を活用し て掘り 起こ し た土砂を運び出す。  

・ スコ ッ プ等を使用する場合は、 被災者を傷つけないよう 、 細心の注意を払う 。  

・ 作業中に、 きし み音が聞こ えた場合は、 迷わず退避する。  

・ 早期に大型バッ ク フ ォ ーなどの建設機械を要請する。  
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４  災 害 図 上 訓 練（ Ｄ Ｉ Ｇ ）  

訓練の目的 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備するも の 

 □白地図 □透明シート （ 地図上に敷き 、 書き込みをする）  □油性ペン（ 地図書き込み用）  

 □付箋 □模造紙（ 意見の整理用等）  □丸シール □各種ハザード マッ プ 

※災害図上訓練 D IG に必要な備品の一部は、 消防署等で貸し 出し を行う こ と が出来ます。  

災害図上訓練Ｄ Ｉ Ｇ と は？ 

D IG (ディ グ)と は、 災害(D isa ster)の D、 想像力(Im ag in a tion )の I、 ゲーム(G am e)の G 

の頭文字を取っ て名づけら れた、 誰でも 行う こ と ができる参加型で簡単な災害図上訓練です。  

何をする訓練なの？ 

地元の地図を広げ、 防災上の安全な場所や危険な場所はどこ か、 参加者全員で気軽に話合いながら

地図に書込み、 知識を共有し ます。 そし て、 その結果から 地域の特徴を把握し 、 課題を明確にし ま

す。  

 

 

 地図に書き 込んだ情報（ 危険な場所、 避難所、 被害の想定など） を基に、 どのよう に避難誘導をする

か、 負傷者が出た場合にどう やっ て助けるか、 こ れら の行動にはどのく ら いの人員が必要かを話し

合っ て検討し ていく 。  

  

 

 

 

 

 

１  災害を知る 

「 どこ で、 どれく ら いの規模で、 どのよう な災害の発生が予想さ れるか」  

自分の暮ら す地域で起こ り える災害を認識し 、 地図に書込みをするこ と で、 具体的に災害をイ メ

ージできます。  

２  まちを知る 

・「 まちの構造はどう なっ ているのか」  

・「 災害時に安全な場所、 危険な場所はどこ にあるのか」  

・「 何かあっ た場合にお世話になる場所や施設はどこ にあるか」  

地図に具体的な要素を加えていく こ と で、 自分達の地域の特徴を改めて確認するこ と ができます。

３  ひと を知る 

・「 いざと いう 時に頼り になる人はどこ にいるのか」  

・「 近所に手助けが必要な人はいないか」   

人の情報は、地域または子供達にと っ て非常に重要な情報になり ます。さ ら に、参加者全員で防災

について話し 合う こ と 自体も 、 地域の防災ネッ ト ワーク の構築につながり ます。   

災害に強い地域を育てる

自主防災組織の災害時の活動計画を練る
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「 どこ で、 どれく ら いの規模で、 どのよう な災害の発生が予想さ れるか」  
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・「 何かあっ た場合にお世話になる場所や施設はどこ にあるか」  

地図に具体的な要素を加えていく こ と で、 自分達の地域の特徴を改めて確認するこ と ができます。
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・「 いざと いう 時に頼り になる人はどこ にいるのか」  
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Ｄ Ｉ Ｇ による作成地図の完成イ メ ージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害図上訓練Ｄ Ｉ Ｇ 実施の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ分け・

役割の決定 
準備品を揃える 

事前準備 

１  実施対象の決定    

  ○ 地区住民 

  ○ 実施人数は何人でも 可能 

２  対象人数    

  ○ １ グループ８ から 1 0 人に班分け 

  ○ 全体の進行役、 各グループのリ ーダーと 書記の決定 

３  時間配分・ 記入項目の決定 

  ○ 6 0 分から 9 0 分程度の時間は必要 

  ○ 実施予定時間によっ て記入項目を決定 

時間配分・  

記入項目の決定

Ｄ Ｉ Ｇ 訓練の実施方法の例 

①班分けと リ ーダー、 書記を決める。  

  ↓ 

②時間配分・ 記入項目を決める。   

↓ 

③実施方法を説明する。（ 1 0 分）  

  ↓ 

④地図に透明シート を重ね、シート １ には「 ま

ちの構造」「 防災上安全な場所」 を記入し 、

シート ２ には「 防災上危険な場所」 を記入

する。（ シート １ と ２ で各 1 5 ～3 0 分程度）

  ↓ 

⑤地域の防災課題を検討する。（ 1 0 分）  

  ↓ 

⑥成果を発表し 、 防災指導員が講評を行う 。
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 Ｄ Ｉ Ｇ 訓練当日 

実施方法の説明 

1 0 分 

地図の作成 

シート １  1 5 ～3 0 分

シート ２  1 5 ～3 0 分

成果発表 

1 0 ～1 5 分

１  会場設営    

  ○ グループごと に準備品（ 必要であればテーブル） を用意する。  

２  事前説明    

 ○ 訓練前に、 災害が発生し たと きの被害のイ メ ージをも っ ても ら う 。    

 【 イ メ ージ写真】  

ブロッ ク 塀の崩落 自動販売機の転倒 

３  地図の作成 

 

 

 

 

 

 

●透明シート １ への記入事項 

 「 まちの構造」、「 防災上の安全な場所」 を話し 合っ て記入し てく ださ い。  

 

 

地図 

透明シート １

透明シート ２

【 地図の準備イメ ージ】

【 地図への記入例】  

課題の検討 

1 0 分 

災 害 図 上 訓 練 Ｄ Ｉ Ｇ  

 

Ｄ Ｉ Ｇ 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 Ｄ Ｉ Ｇ 訓練当日 

実施方法の説明 

1 0 分 

地図の作成 

シート １  1 5 ～3 0 分

シート ２  1 5 ～3 0 分

成果発表 

1 0 ～1 5 分

１  会場設営    

  ○ グループごと に準備品（ 必要であればテーブル） を用意する。  

２  事前説明    

 ○ 訓練前に、 災害が発生し たと きの被害のイ メ ージをも っ ても ら う 。    

 【 イ メ ージ写真】  

ブロッ ク 塀の崩落 自動販売機の転倒 

３  地図の作成 

 

 

 

 

 

 

●透明シート １ への記入事項 

 「 まちの構造」、「 防災上の安全な場所」 を話し 合っ て記入し てく ださ い。  

 

 

地図 

透明シート １

透明シート ２

【 地図の準備イメ ージ】

【 地図への記入例】  

課題の検討 

1 0 分 
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災 害 図 上 訓 練 Ｄ Ｉ Ｇ  

 

Ｄ Ｉ Ｇ 4 

 

  ●透明シート ２ への記入事項 

 作業をし 終わっ た透明シート １ をめく り 、 新たに透明シート ２ を被せる。  

 「 防災上の危険な場所」 を記入し てく ださ い。  

危険な場所は赤一色にし た方が透明シート １ と の区別がし やすく なり ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  課題の検討 

○ 地図にシート １ 、 シート ２ を重ね合わる。  

○ 以下のポイ ント を参考にし て、 付箋に記入し 地図に貼る。  

【 検討する上でのポイ ント 】  

① 地域の特徴 

 ・  地震発生後、 危険になる場所はどこ か？ 

 ・  安全な避難場所はどこ にあるか？ 

 ・  大きな河川、 池、 幹線道路、 重要な施設などはどこ にあるか？ 

② 予想さ れる被害や危険な箇所 

③ 作成し た地図を基に、 避難誘導の方法や負傷者への対応方法を検討する。  

 ・ どう やっ て行う ？ ・ 何人く ら いの人が必要？ ・ どのく ら いの時間がかかり そう ？ 

 

５  成果の発表 

課題の検討を踏まえてまと めた内容を各グループ毎に発表し てく ださ い。  

 

６  発表内容や訓練成果をまと め、 各種計画やマニュ アル、 地域防災マッ プ等に反映する 

こ の訓練を通し て得た成果は、 地域内の貴重な防災資料です。  

Ｄ Ｉ Ｇ 訓練を終えて終了ではなく 、 自主防災組織の防災計画や地域防災マッ プ等に反映さ せ、  

自主防災組織が防災活動を行う ための計画作成の資料と し て活用し てく ださ い。  

【 地図への記入例】

災 害 図 上 訓 練 Ｄ Ｉ Ｇ  

 

Ｄ Ｉ Ｇ 4 

 

  ●透明シート ２ への記入事項 

 作業をし 終わっ た透明シート １ をめく り 、 新たに透明シート ２ を被せる。  

 「 防災上の危険な場所」 を記入し てく ださ い。  

危険な場所は赤一色にし た方が透明シート １ と の区別がし やすく なり ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  課題の検討 

○ 地図にシート １ 、 シート ２ を重ね合わる。  

○ 以下のポイント を参考にし て、 付箋に記入し 地図に貼る。  

【 検討する上でのポイ ント 】  

① 地域の特徴 

 ・  地震発生後、 危険になる場所はどこ か？ 

 ・  安全な避難場所はどこ にあるか？ 

 ・  大きな河川、 池、 幹線道路、 重要な施設などはどこ にあるか？ 

② 予想さ れる被害や危険な箇所 

③ 作成し た地図を基に、 避難誘導の方法や負傷者への対応方法を検討する。  

 ・ どう やっ て行う ？ ・ 何人く ら いの人が必要？ ・ どのく ら いの時間がかかり そう ？ 

 

５  成果の発表 

課題の検討を踏まえてまと めた内容を各グループ毎に発表し てく ださ い。  

 

６  発表内容や訓練成果をまと め、 各種計画やマニュ アル、 地域防災マッ プ等に反映する 

こ の訓練を通し て得た成果は、 地域内の貴重な防災資料です。  

Ｄ Ｉ Ｇ 訓練を終えて終了ではなく 、 自主防災組織の防災計画や地域防災マッ プ等に反映さ せ、  

自主防災組織が防災活動を行う ための計画作成の資料と し て活用し てく ださ い。  

【 地図への記入例】

災 害 図 上 訓 練 Ｄ Ｉ Ｇ  

 

Ｄ Ｉ Ｇ 4 

 

  ●透明シート ２ への記入事項 

 作業をし 終わっ た透明シート １ をめく り 、 新たに透明シート ２ を被せる。  

 「 防災上の危険な場所」 を記入し てく ださ い。  

危険な場所は赤一色にし た方が透明シート １ と の区別がし やすく なり ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  課題の検討 

○ 地図にシート １ 、 シート ２ を重ね合わる。  

○ 以下のポイ ント を参考にし て、 付箋に記入し 地図に貼る。  

【 検討する上でのポイ ント 】  

① 地域の特徴 

 ・  〔 災害が発生し た場合〕 危険になる場所はどこ か？ 

 ・  安全な避難場所はどこ にあるか？ 

 ・  大きな河川、 池、 幹線道路、 重要な施設などはどこ にあるか？ 

② 予想さ れる被害や危険な箇所 

③ 作成し た地図を基に、 避難誘導の方法や負傷者への対応方法を検討する。  

 ・ どう やっ て行う ？ ・ 何人く ら いの人が必要？ ・ どのく ら いの時間がかかり そう ？ 

 

５  成果の発表 

課題の検討を踏まえてまと めた内容を各グループ毎に発表し てく ださ い。  

 

６  発表内容や訓練成果をまと め、 各種計画やマニュ アル、 地域防災マッ プ等に反映する 

こ の訓練を通し て得た成果は、 地域内の貴重な防災資料です。  

Ｄ Ｉ Ｇ 訓練を終えて終了ではなく 、 自主防災組織の防災計画や地域防災マッ プ等に反映さ せ、  

自主防災組織が防災活動を行う ための計画作成の資料と し て活用し てく ださ い。  

【 地図への記入例】
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情 報 収 集・ 伝 達 訓 練 

 

情報 1 

 

５  情 報 収 集・ 伝 達 訓 練 

訓練の目的 

 ・ 地域の被災状況等の情報を正確かつ迅速に収集するための手段を確認する。  

 ・ 収集し た情報を集約し 、 自主防災組織内で正確に共有できるよう にする。  
 

準備するも の 

 □ラ ジオ □携帯電話（ スマート フ ォ ン） □メ ガホン □住宅地図  

□模造紙 □付箋 □筆記用具 □自転車（ 地域巡回用と し て）  

□無線機（ ト ラ ンシーバー）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集訓練の実施方法の例 

【 情報収集訓練】  

①情報連絡班長が班員に地域の被災状況の情報収集を指示する。  

※必要な情報①、 ②についての情報を取るよう 指示をする。  

↓ 

②班員が地域ごと に情報を収集する。   

※次の項目について必ずメ モをと る。  

・「 いつ、 どこ で、 何（ 誰） が、 どう し て、 どのよう に」 なっ ているのか 

・ 記録者の名前、 日付、 時刻 

↓ 

③収集し た情報を班長に報告する。  

 ・ 口頭による速報と メ モ等を活用し た情報の報告を使い分ける。  

↓ 

④班長は、 収集し た情報を取り まと めて記録し 、 自主防災組織の長などへ報告（ 無線機等の使

用も 考慮する） し 、 自主防災組織内で共有を図る。  

収集が必要な情報と は 

自主防災組織が災害時に活動するために必要な情報は、 下記のと おり です。  

① 住民の安否状況 

② 被害の状況 

 □ 火災の有無 □ 家屋倒壊の有無 □ 道路やブロッ ク 塀等の損壊の有無 

 □ がけ崩れ等の有無 □ 負傷者等の有無 

③ ラ ジオ、 テレビ、 携帯電話（ スマート フ ォ ン） 等から の災害情報、 ラ イ フ ラ イ ン情報 
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情 報 収 集・ 伝 達 訓 練 

 

情報 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災情報等の活用 

 イ ンタ ーネッ ト を活用し て、 過去の災害の被害状況を調べたり 、 防災に関する知識を得たり する

こ と も できます。 普段から 、 防災に関するホームページを見て、 防災知識を習得し ておきまし ょ

う 。 また、 総務省消防庁のホームページには、「 防災・ 危機管理 e カ レッ ジ」 と いう 名称で、 防災

に関する学習コ ンテンツがあり ます。 自宅等にいながら 気軽に防災知識を得るこ と ができますの

で参考にし てく ださ い。  

 

情報伝達訓練の実施方法の例 

【 情報伝達訓練】  

①情報連絡班長に模擬情報を与える。  

※模擬情報の例 

「 ○時○分に、 ○○地区に避難指示が発令さ れたので、 ○○小学校に避難」  

↓ 

②班長が班員に情報伝達を指示する。  

↓ 

③班員が分担し て情報伝達する。（ 地域の連絡網などを活用する。）  

↓ 

④最終的に伝達さ れた情報が、 どの程度正確だっ たかを確認する。  

 
情報収集・ 伝達訓練の成功のポイ ント

・ 事実を確認し 、 時機に適し た報告を行う 。  

・ 伝達は簡単な言葉で行い、 難し い言葉を避ける。  

・ 口頭だけでなく 、 メ モ程度の文書を渡し ておく 。  

・ 情報を正確に伝達するために、 受信者に内容を復唱し ても ら う 。  

・ 情報には数字を含むこ と が多いため、 数字の伝達には特に注意する。  

・「 異常なし 」 も 重要な情報である。  

・ 定期的な報告を行う 。  

・ 無線機等の使用も 考慮し 、 迅速な情報収集・ 伝達を心がける。  

 

【 正常化の偏見と 情報収集・ 伝達】  

正常化の偏見と は、 災害時に、 自分の置かれている状況を理解できず、 目の前に危険が迫っ てく

るまで、その危険を認めよう と し ない心理が働き、「 たいし たこ と はない」 と 思い込むと いっ た心理

現象のこ と を言います。  

こ う し た心理は、 地域の防災活動に大きな障害と なり ますので、 災害が及ぼす危険な状況を、 い

かに正確な情報と し て住民に伝えるかが重要と なり ます。  
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